
子こ

　
供ど
も

鉛
え ん

筆
ぴ つ

1本
ぽ ん

ずつ

イ
ラ
ス
ト
／
エ
イ
プ
リ
ル
・
ス
ト
ッ
ト

持
も

って行
い

きました。キャンプはそんなに良
よ

いところではあり
ませんでしたが，遊

あそ

び場
ば

と勉
べん

強
きょう

する場
ば

所
しょ

がありました。キャ
ンプのとなりには電

でん

車
しゃ

が走
はし

っていて，とてもうるさかったで
す。子

こ

供
ども

たちは，シリアやほかの同
おな

じような場
ば

所
しょ

で飛
と

んで
いた飛

ひ

行
こう

機
き

の音
おと

みたいに聞
き

こえると言
い

っていました。自
じ

分
ぶん

の国
くに

でばくだんの音
おと

を聞
き

いた子
こ

供
ども

たちにとっては，きっとば
くだんのように聞

き

こえたでしょう。
キャンプで自

じ

分
ぶん

と同
おな

じ年
とし

くらいの子
こ

供
ども

たちに会
あ

いまし
た。その中

なか

にチェスの上
じょう

手
ず

なダニエルがいました。ぼくは
チェスが大

だい

好
す

きなので，ダニエルとチェスができなかったの
は残

ざん

念
ねん

でしたが，一
いっ

緒
しょ

にサッカーやピンポンをやろうとさそ
われました。男

おとこ

の子
こ

たちは，自
じ

分
ぶん

の国
くに

に帰
かえ

りたいと思
おも

って
いることや，キャンプから出

で

てもう一
いち

度
ど

学
がっ

校
こう

に行
い

きたいと
思
おも

っていることを話
はな

してくれました。
サッカーとピンポンを一

いっ

緒
しょ

にやった後
あと

，学
がく

用
よう

品
ひん

セットをわ
たしました。キャンプに住

す

んでいる子
こ

供
ども

たちのために親
しん

切
せつ

なことができて，良
よ

い気
き

持
も

ちがしました。■

カレブ・H，10 才
さい

（ドイツ）

すべては，ぼくのステークが難
なん

民
みん

を助
たす

けるプロジェクトを計
けい

画
かく

したことから始
はじ

まりました。ぼくはそのプロジェクトが
ほんとうに気

き

に入
い

ったので，お母
かあ

さんにたのんで先
せん

生
せい

に話
はな

して
もらうと，先

せん

生
せい

は 4年
ねん

生
せい

で何
なに

かしたいと言
い

ってくれました。プ
ロジェクトでどんなことができるかをみんなに見

み

せるために，妹
いもうと

のマディーと一
いっ

緒
しょ

に家
いえ

から家
いえ

を回
まわ

って寄
き

付
ふ

をお願
ねが

いしました。
ほかの 4 年

ねん

生
せい

のみんなにプロジェクトをしょうかいする日
ひ

が来
き

ました。少
すこ

しきんちょうしました。ほんとうはものすご
くこわかったですが，自

じ

分
ぶん

にできる最
さい

善
ぜん

をつくしました。ほ
かの 4 年

ねん

生
せい

の全
ぜん

員
いん

に，難
なん

民
みん

のための学
がく

用
よう

品
ひん

セットに必
ひつ

要
よう

な
物
もの

について話
はな

しました。自
じ

分
ぶん

が家
いえ

から家
いえ

を回
まわ

って歩
ある

いたこ
とについて話

はな

し，寄
き

付
ふ

を集
あつ

めるために自
じ

分
ぶん

よりもっとがん
ばってほしいとチャレンジしました。ぼくたちみんなで
100 以

い

上
じょう

の学
がく

用
よう

品
ひん

セットを作
つく

りました。ノートや鉛
えん

筆
ぴつ

やほ
かの学

がく

用
よう

品
ひん

を入
い

れました。そして，「ドイツへようこそ」と
書
か

いたメッセージを入
い

れました。
お母

かあ

さんとぼくは，難
なん

民
みん

キャンプに学
がく

用
よう

品
ひん

セットを

助
た す

ける

14450_TMP_75_OnePencilAtATime_JPN.indd   75 2017/08/22   9:12:33


